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Ⅰ　はじめに
幼稚園教育要領が昨年改訂された。1）1989年
に 5領域が示されてから 2度目の改訂となる。幼
稚園教育要領における領域「表現」の目標は、「感
じたことや考えたことを自分なりに表現すること
を通して、豊かな感性や表現する力を養い、創造
性を豊かにする」ことである。領域「表現」によっ
て育てたい心情、意欲、態度を具体的に表した「ね
らい」が 3項目示されているが、今回の改訂では
変更点がなかった。第 2項目の「感じたことや考
えたことを自分なりに表現して楽しむ」の「自分
なりに」の文言は、1998年の 1度目の改訂にお
いてつけ加えられたものである。2）　　
今回の改訂において領域「表現」で新しく加わっ
たことは、「内容」として示されている 8項目の
第 1項目の「生活の中で様々な音、色、形、手触
り、動きなどに気付いたり、感じたりするなどし
て楽しむ」の「感じたりする」という文言と「内
容の取扱い」として示されている 3項目の第 3項
目の「生活経験や発達に応じ、自ら様々な表現を
楽しみ、表現する意欲を十分に発揮させることが
できるように、遊具や用具などを整えたり、他の
幼児の表現に触れられるよう配慮したりし、表現
する過程を大切にして自己表現を楽しめるように
工夫すること」の「他の幼児の表現に触れられる
よう配慮したりし、表現する過程を大切にして」
という文言である。子どものかかわりに目を向け、
子どもたちがお互いに影響しあう環境を構成する
ことと子どもの表現する過程を受け止め、保育者
が子どもの表現活動を支えることの重要性が今回
の改訂で示されたといえる。
子どもの表現を支える環境として物的環境を整
えることも大切であるが、保育者のかかわり方が
重要である。子どもの様々な表現に対して子ども
の視点に立ち、柔軟に対応できるような保育者を
育成することが保育者養成校の使命であると筆者
は考えている。
本稿では、学生の「動きからイメージする擬音
語・擬態語」の調査結果並びに分析を通して、保
育者養成校における表現教育について言及した
い。
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Ⅱ　動きからイメージする擬音語・擬態語
本学で開講している「子どもと表現Ⅰ　音楽表
現」（2単位　1年、通年）は、幼稚園教諭一種免
許状や保育士資格に必要な展開科目として位置づ
けられている。授業のねらいは、学生自身の感性
を磨くことと子どもの豊かな表現を引き出すため
に必要な保育者の役割や援助について理論と演習
を通して構築していくことである。「子どもの生
活・遊びと表現―身体・音・音楽を用いた表現活
動―」の授業内容の中で、「身体を認識する」こ
とをねらいとし、様々な動きを身体で表現するこ
とに割り当てている。動きは「場所を移動する動
き」と「その場で行う動き」に大きく分けられる。
今回 10種類の動きからイメージする擬音語・擬
態語について調査した。3）
＜調査方法と項目＞
「次の動きからイメージする擬音語・擬態語を
思いつくだけ多く書きましょう」
　［場所を移動する動き］　［その場で行う動き］
　１　あるく 　６　ゆれる
　２　はしる 　７　のびる
　３　とぶ 　８　ちぢむ
　４　すべる 　９　おす
　５　まわる 　10　ひく
＜調査対象＞
調査対象は「子どもと表現Ⅰ　音楽表現」の授
業を受講している 1年生・3年生（編入学生）と
昨年受講した 2年生とした。
Ｈ大学人間総合学部幼児児童教育学科　
1年生 40名
2年生 67名
3年生 6名
　計 113名
＜実施期間＞
2009年 7月
Ⅲ　調査結果と分析
⑴『あるく』からイメージする擬音語・擬態語
総数 392の擬音語・擬態語の回答があった。
（資料『あるく』表 1参照）
『あるく』は今回調査した 10種類の動きの中で
一番回答が多かった。基本的な動きでイメージし
やすかったと思われる。「てくてく」と回答した
学生が最も多く 59名（52％）、　次いで「とことこ」
51名（45％）、「よちよち」32名（28％）の順で
あった。イメージする擬音語・擬態語は「主体を
変える」、「状況を変える」、「場所を変える」の 3
つのカテゴリーに分けることができる。その中で
「主体を変える」が 16種類 264（67％）と一番回
答が多かった。具体的には 1位「ゆっくりあるく
動物（象 牛 亀 恐竜」65（58％）、2位「ペンギン
アヒル 小鳥」53（47％）、3位「子ども」49（43％）
の順であった。
⑵『はしる』からイメージする擬音語・擬態語
総数 249の擬音語・擬態語の回答があった。
（資料『はしる』表 2参照）
『はしる』からイメージする擬音語・擬態語の
回答は分散傾向にあったが、「ぱかぱか」と回答
した学生が 25名（22％）、次いで「たったっ」・
「びゅんびゅん」19名（17％）であった。イメー
ジする擬音語・擬態語では、「主体を変える」が
17種類 159（64％）と一番回答が多かった。具体
的には 1位「馬」40（35％）、2位「車」35（31％）、
3位「忍者」15（13％）の順であった。
⑶『とぶ』からイメージする擬音語・擬態語
総数 381の擬音語・擬態語の回答があった。
（資料『とぶ』表 3参照）
『とぶ』は『あるく』に次いで多くの回答が得
られた。「ぴょんぴょん」と回答した学生が 66名
（58％）、次いで「ぱたぱた」44名（39％）、「ぴょ
ん」40名（35％）であった。イメージする擬音語・
擬態語では、「主体を変える」が 18種類 327（86％）
と多い回答を得た。具体的には 1位「うさぎ」・「鳥」
83（73％）、3位「飛行機  ジェット機  ロケット」
37（33％）の順であった。
⑷『すべる』からイメージする擬音語・擬態語
総数 229の擬音語・擬態語の回答があった。
（資料『すべる』表 4参照）
『すべる』は、「つるつる」・「つるん」と回答し
た学生が 39名（35％）、次いで「つるっ」32名（28％）
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であった。イメージする擬音語・擬態語の 3つ
のカテゴリーの中で、「場所を変える」の回答
が 123（54％）と過半数を占め、他の動きと大き
く異なった。「雪や氷の上」という回答が１０２
（90％）、次いで「ワックスがけした床」11（10％）、
「水溜り プールサイド」10（9％）の順であった。「す
べる＝雪や氷の上」と真っ先に発想することがこ
の北陸地方で生活している学生の生活と結びつい
たものだと考えられる。
⑸『まわる』からイメージする擬音語・擬態語　
総数 195の擬音語・擬態語の回答があった。
（資料『まわる』表 5参照）
『まわる』は、「くるくる」と回答した学生が
83名（73％）今回の調査の中で二番目に回答が
集中した。次いで「ぐるぐる」38名（34％）、「こ
ろころ」10名（9％）であった。イメージする擬
音語・擬態語では、「主体を変える」が 22種類
174（89％）と多い回答を得た。具体的には 1位
「コーヒーカップ  メリーゴーランド」32（28％）、
2位「コマ」29（26％）、3位「バレリーナ」22（26％） 
の順であった。
⑹『ゆれる』からイメージする擬音語・擬態語　
総数 261の擬音語・擬態語の回答があった。
（資料『ゆれる』表 6参照）
『ゆれる』は、「ゆらゆら」と回答した学生が
90名（80％）と今回の調査の中で一番回答が集
中した。次いで「ぐらぐら」56名（50％）、「が
たがた」17名（15％）であった。イメージする
擬音語・擬態語では、「主体を変える」が 18種類
220（84％）と多い回答を得た。具体的には 1位「地
震」36（32％）、2位「木の葉 笹の葉」23（20％）、
3位「ブランコ  吊り橋」・「チューリップ　コス
モス」22（19％） の順であった。
⑺『のびる』からイメージする擬音語・擬態語
総数 228の擬音語・擬態語の回答があった。
（資料『のびる』表 7参照）
『のびる』は、「びよーん」と回答した学生が
79名（70％）、次いで「ぐんぐん」34名（30％）、
「ぐーん」21名（19％）であった。イメージする
擬音語・擬態語では、「主体を変える」が 17種類
220（96％）と 3つのカテゴリーの割合で一番高
い比率であった。具体的には 1位「ゴム　ガム」
80（71％）、2位「身長」37（33％）、3位「木の
芽　草の芽」32（28％） の順であった。
⑻『ちぢむ』からイメージする擬音語・擬態語
『ちぢむ』は、今回調査した動きの中で一番回
答数が少なく、総数 143の擬音語・擬態語の回答
であった。つまり、学生にとってすぐにイメージ
できない馴染みのない動きとも言える。
（資料『ちぢむ』表 8参照）
『ちぢむ』は、「ぎゅっ」と回答した学生が
39名（35％）、次いで「きゅっ」24名（21％）、
「しゅーっ」15名（13％）であった。イメージす
る擬音語・擬態語では、「主体を変える」が 7種
類 121（85％）と多い回答を得た。具体的には 1
位「身体　手のひら」60（53％）、2位「風船」
30（27％）、3位「かたつむり なめくじ だんごむ
し　亀の頭」19（17％） の順であった。
⑼『おす』からイメージする擬音語・擬態語
総数 224の擬音語・擬態語の回答があった。
（資料『おす』表 9参照）
『おす』は、「どん」と回答した学生が 41名
（36％）、次いで「ぽちっ」28名（25％）、「ぽん」
18名（16％）であった。イメージする擬音語・
擬態語では、「状況を変える」が 116（52％）と「主
体を変える」が 108（48％）と今回の調査におい
て特異なケースで、2つのカテゴリーが均衡した
回答を得た。「状況を変える」のカテゴリーでは、
「力強く」と「軽く」の重量感の変化の 2種類が
挙げられた。その中で「力強く」が 91（81％）
と圧倒的に多かった。一方「主体を変える」のカ
テゴリーでは、15種類とバリエーションも豊か
であり、1位「スイッチ」62（55％）、2位「ドア」
18（16％）、3位「お相撲さん」7（6％） の順であった。
⑽『ひく』からイメージする擬音語・擬態語
総数 173の擬音語・擬態語の回答があった。
（資料『ひく』表 10参照）
『ひく』は、「ぐいぐい」と回答した学生が 30
名（27％）、次いで「さっ」20名（18％）、「ぎーっ」
15名（13％）であった。イメージする擬音語・
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擬態語では、「主体を変える」が 9種類 115（66％）
と多い回答を得た。具体的には 1位「綱引き」50
（44％）、2位「ドア 戸 障子」37（33％）、3位「釣
り竿」6（5％） の順であった。
このように、「動き」によって様々な特徴が見
られた。一番回答数の多かった『あるく』は『ち
ぢむ』の 2.7倍であった。『あるく』ことは動き
の基本であるので、動きのボキャブラリーも多い
ことが伺い知れる。『ゆれる』・『まわる』・『のびる』
のようにイメージする擬音語・擬態語が一つのこ
とば「ゆらゆら」・「くるくる」・「びよーん」に集
中する動きもあれば、『はしる』・『すべる』・『ひく』
のようにイメージする擬音語・擬態語が分散する
動きもあった。イメージ豊かに多くの擬音語・擬
態語を回答した学生もいるが、多くは 1～ 2の回
答数であった。これは 10年前に実施した同様の
調査 4）に比べて回答数が減少傾向にあったので、
学生の感性を磨く体験をより多くしなければなら
ないと痛感した。
Ⅳ　おわりに
音楽を聴くと、自然とそのリズムに合わせて身
体を動かす子どもの姿を見かける。ともすると学
生の方が音楽に対して身体が同期できないことも
ある。お互いに影響しあうクラスメートの存在が
マイナスに働き、授業当初は「恥ずかしさ」を学
生は感じているのが現状である。
今回の「動きからイメージする擬音語・擬態語」
の調査分析から、学生には柔軟にイメージできる
動きとそうではない動きがあることが分かった。
子どもの表現活動において、人的環境として保育
者となる学生の役割は大きい。　
今後の課題として、様々な音の響きを作り出す
機会や身体の動きを体験し遊ぶことの楽しさを知
ることや同じクラスの学生の感じ方を知ること
（自分以外の感じ方に気づくこと）が必要である。
課題の 2番目は、幼稚園・保育所との連携であ
る。無藤（1997）は子どもの対象とのかかわりに
おける動きの発達、つまり「身体知」の獲得とし
て保育をとらえ、保育が子どもの多様な動きを可
能にするものであると指摘している。5）生活や遊
びの中でのありのままの表現を知ることが必要で
ある。
保育者養成校における表現教育について今後更
に考えていきたい。
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